映画 愛好者の 分布が はっきり 二つに 別れて をり、 一 

つ は 西洋 映画 ファン、 一 つ は 日本 映画 ファンで あり、 

その 間に、 ほとんど 共通な 分子が なく、 強いて 求めれ 

ば 専門の 研究家ぐ らゐの もの だとい ふ 事実 を、 日本の 

映画 当事者 はなん とみて ゐ るか？ 

勿論、 西洋 映画 ファンが 悉く 教養 ある 階級で あると 

も 云へ ず、 日本 映画 ファンが すべて 無 知識階級 である 

とも 断言 はでき かねる が、 大体に 於て、 西洋 映画 を 求 

める 序に、 日本 映画で 満足す る 人々 よりも、 映画に 対 

する 鑑賞 眼が 高い ばかりでなく、 西洋 そのものに 魅力 

を 感じ、 西洋の 人物と 国晴 とに ある 種の SS を 抱いて 



国民の 「健実な (？ )」 部分に は 違 ひない が、 同時に 頼 

りない 附和雷同の 徒で ある。 

私 は、 西洋 映画の 技術的 芸術的 優秀 さの 故に 日本 映 

画 を 一概に 排斥す る もので はなく、 また、 日本 映画の 

水準の 低 さの ために 徒らに 西洋 映画 万能 を唱 へる もの 

でもない。 寧ろ、 日本 映画 か 西洋 映画 か、 その 何れ か 

を 取らねば ならぬ とい ふ 今日の 事情 を 悲しむ だけの こ 

とで ある。 

日本 映画 も、 いろいろと 困難と 戦 ひながら、 とも か 

くも、 や、 見るべき ものが 作られる やうに なり、 その 



興行成績 も 常に わるい わけで はない と 聞く に つけて、 

時代 も徐々 に 移りつ、 あるの だとい ふ 感じが する。 

先日 本誌で、 ファンク 氏の 日本 映画 論 を 読んだ が、 

なかなか 適切な こと を 云って ゐ ると 思った が、 実は、 

今更 われわれ は、 同氏から 「如何に すれば 優秀な 映画 

が 作れる か」 とい ふ 教へを 受ける 必要 はない ので ある。 

た、 V、 当事者が それ を、 欲し、 プラン を樹 て、 これ を 

実行に 遷 せば よい 時機な ので ある。 

先づ、 経済的な 立場から、 市場の 拡張 も はからねば 

ならぬ こと は 自明の理で、 それが ために は、 どうして 



る もので、 将来 は、 技術 家 (監督、 カメラマン、 録音 

技師、 俳優、 シナリオ • ライタ ァ、 批評家 等) の 養成 

に 進まねば ならぬ。 勿論、 基礎的な、 理論と 実習に 重 

点 を 置く ものであるが、 必要に 応じ、 こゝ では、 統一 

あり、 権威 ある 「文化映画」 の 製作 を 試みる こと もで 

きる だら う。 国家の 名に おいて 外国の 巿 場に まみえ る 

この種の 作品が、 今日の 如き 状態で は、 却って 逆効果 

を 生む 恐れがない と は 云へ ない。 これ は 絶対に 統一 強 

化さるべき であって、 そのため だけにで も、 相当 完備 

した 永久 的な 研究 製作所の 独立 を 必要と する ので ある。 

この ァカ デミ ィに 最も 期待すべき は、 技術 家、 殊に、 



新 俳優の 養成で ある。 

西洋 映画の 強み は、 監督の 技倆 や 機械的な 設備 以上 

に、 かの 豊富に して 熟練な 「教養」 と 「生活」 をバッ 

ク とする 俳優 群の 魅力 ある 演技な ので ある。 この 点、 

ファンク 氏 は、 その 直接 使用した 俳優への 好意 ある 批 

評 を 含めて > あらう が、 日本 映画俳優 一般への 認識に 

恐ろしい 「甘 さ」 が ある やうに 思へ る。 彼 はむ ろん、 

この 領域に 於て 専門的 批判者で はない が、 少く とも、 

東洋人に 対する 好奇 的な 眼が、 俳優の 特性なる もの を 

忘却して、 愚かなる 人間と しての エキゾチックな 美 を 

謳歌せ しめたの だと 見て さしつ かへ ない。 これ も 映画 



訓練 を 補 ふ 意味の 教育が、 先づ 俳優に 授けられる けれ 

ど、 映画 は 断じて、 見る に堪 へる ものと はならず、 西 

洋 人の 前に 出して、 日本の 真の 姿 を 「芸術的」 に 認識 

せしめる ことが 困難な ので ある。 芸術的に と は、 畢竟、 

粉飾 を 施す とい ふこと ではなく、 「正しい 批判 を 加へ 

て」 とい ふ 意味に 外ならぬ。 一例 を あげれば、 小学校 

の 内部 を 映写 するとす る。 小学生 はま づ よろしい とし 

て、 先生が 教壇から 熱心に 何 かを教 へて ゐる ところで、 

現在の 日本の 俳優 は、 誰 一人 スクリ ー ンを 通じて、 真 

に 先生ら しい 先生の 姿を呈 する こと は 不可能な ので あ 

る。 (この 際、 実物の 先生 を 連れて来ても 駄目で ある) 



いて は、 日本人 全般 を この 標準で 批判す る やうになる。 

戦争に は 強い かも 知れぬ が、 工業 は 猿真似で 発達して 

ゐる かも 知れぬ が、 人間と しての 文化的 価値 はなる ほ 

ど 低い とい ふ、 軽蔑の 第一歩が はじまる ので ある。 豈 

に 小学 教師の みならん やで ある。 映画の 宣伝 力と は 意 

外に も かくの ごときと ころに ある。 今日、 スクリ ー ン 

の 上の 日本人 は、 殆ど 例外な く 「真の 日本人」 を 代表 

して はゐ ない と 見るべき である。 ニュ— ス 映画に 現 は 

れる 名士の 情けない 表情、 態度 を 見せつ けられて、 日 

本の 見物 は 内心、 冷 汗をかいて ゐる。 俳優 は、 たゾ、 

しゃ あ/ \ として ゐる だけで、 日本の 如何なる 階級、 
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